










学 位 の 種 類





細 江 隆 人
はそ え たか と
医 学 博 士
論 医 博 第 206 号
昭 和 40 年 6 月 22 日




論文調査委員 教 授 太 藤 重 夫 教 授 稲 田 務 教 授 田部井 和
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化膿球菌アレルギーが皮膚疾患の原因として, どれだけの役割を演じているかということは, 客観的根
拠に乏しく, 未だ推察の域を出ない｡ 著者はこれに関し, 化膿球菌の抗原性を動物実験によって検討しよ
うと試みたO
すなわち, 葡菌, 溶連菌の菌体内成分, 菌体外成分の各分割の抗原性の相互の関連性を, 葡菌, 達菌そ
れぞれについて, また葡菌, 連菌問について検討する目的をもって以下の実験を行なった｡
分画法は主として V erw ey に倣い, 動物は家兎と海浜を用いた｡ 感作方法としては死菌 ワクチン静
注, 培養炉液静注, 生菌皮内接種, 異物腰痛内生菌接種, A djuvant 加死菌または生菌ワクチン皮下注,




皮内反応では2 つの型の反応が見られた｡ その 1つアルサス型反応は A djuvant 不使用家兎に見られ,
ほとんど非蛋白分画に限って現われ, また菌種に対して特異性が認められた｡ 他の 1つツベルクリン型反
応は, A djuvant 使用家兎および海損 (A djuvant 使用, 不使用とも) に見られ, むしろ蛋白分画に多く
鞄われ, 葡菌, 連菌問に交叉性を示す場合が認められた｡
沈降反応は菌体成分のすべての分画に現われ得るが, 培養炉液では時に陽性反応を呈するにとどまる.
本研究において行なった感作量においては, A djuvant不使用宏兎では菌種問特異性が強いが, A djuvant
使用家兎および海浜では交叉する反応を呈する場合がある｡
抗溶血素価の上昇は生菌を接種した場合にのみ見られ, かつ菌種に対し特異的である｡
感作血球凝集反応は, 接種菌の生死, A djuvant 使用の有無には関係なく現われ, かつ両菌種に対し完









家兎および海浜をつぎの方法により感作した｡ 死菌ワクチン静 注あるいは皮下注, 生菌皮内あるいは異
物腰痛内接種, 死薗あるいは生菌を F reund の A djuvant と皮下注, 培養滑液静注, 惹起抗原としては
菌体多糖類, 同核蛋白, 培養炉液を用い, 皮内反応および血清反応を行なった｡
皮内反応においては, アルサス型反応は A djuvant 不使用家兎にみられ, 多糖類分画により生じ, 菌
種特異性を示す｡ ツベルクリン型反応は A djuvant 使用家兎および海浜にみられ蛋白分画により生じ,
両菌種間に交叉反応がみられる場合がある｡ 血清沈降反応においても菌体多糖類および核蛋白は同様の関
係を示す｡ 培養折液に対してはときに陽性沈降反応をみるのみで, 他の抗原との問に関連性はみ られ な
い｡ 抗溶血素価の上昇は生菌接種の場合にのみみられ, 薗種特異性である｡ 感作血球凝集反応はすべての
動物に現われ, 薗種に非特異的であるo 惹起抗原は菌体核蛋白分画および炉液L+‖こあり, 多糖類分画には
ふくまれない｡
以上本研究は葡萄球菌および溶連菌由来の諸種物質についてその抗原性の性格の特徴を明らかにすると
′ともに, 核蛋白分画が血清反応のみならず皮内反応においても両薗種間に交叉性を有することを証明し,
前記皮膚疾患の病理解明に重要な根拠を提供した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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